
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）
との関連
❶健康な心と体❷自立心❸協同性❻思考力の芽
生え❼自然との関わり・生命尊重❾言葉による伝
え合い❿豊かな感性と表現

架け橋期のカリキュラムとの関連
（遊びの中で経験させたいプロセス）

これまでの姿

◎ねらい○内容

遊びの様子（番号：１０の姿との関連） ★環境の構成　　　○保育者の関わり

　 プールで波作りに挑戦した別の日に、Ａ児が❶❾「また波

を作ってみたい」と言った。Ｂ児が❶❸❻❼❾「ビート板で

やってみたらいいって！ビート板を使おう！」と提案した。

クラス全員が１人１枚ビート板を持ち、年長児が半分に分か

れて両サイドの壁面に並び、C児の「せーの！」という掛け

声で一斉に壁を蹴ったりバタ足したりして中央に向かって

泳ぐと、小さな波が立った。数回繰り返していた。

　 その後のプール遊びで何度か繰り返していたが、大きな

波ができることはなかった。

   いよいよプールじまいの日、D児が❶❸❻❼❾「もっと大

きい波をつくりたい」と言うと、A児が「どうやって？」と問

いかけた。B児が❷「ビート板は持った方が勢いよく（水を）

押せる」D児が「２つに分かれず、皆同じ壁から行ってみた

らいいんじゃない？」と言い、一斉に泳ぐと大きな波が立っ

た。嬉しくなったC児が❶❸❻❾❿「戻って！もう１回！」

「せーの！」「まだまだ！」と次々と言い、皆も自然と大きな

声になってきた。

　 そして何度もプールの壁から泳ぎ、戻ってくることを繰り

返すと、体が大きく浮き、プールからたくさんの水があふれ

出るくらいの波をつくることができ、歓声が上がった。

　 プール開きの日に、年中組からの提案で波作りをす
ることになった。16名の年中児と９名の年長児がプー
ルの両サイドに分かれて早歩きで中央に向かって進む
波作りに挑戦したが、うまく波を作ることができな
かった。

事例1９：「大きい波を作ろう」　5歳児（８月）

〇子どもの発想を肯定的に受け止め、

繰り返し挑戦する姿を見守ったり、子

どもの様子に応じて仲間入りしたりす

る。

★試し活動が十分できるよう、時間や

水分補給等配慮する。

◎プール遊びを通して友達と一緒に同じ目的に向かって遊びを進める楽しさを味わう。
　　○水の気持ちよさを感じたり、性質に関心をもったりする。
　　○友達と一緒に大きな波をつくり、自分たちなりの目的を達成し、満足感を味わう。
　　○自分の考えを出したり、友達の考えを受け入れたりしながら、友達と工夫し協力して遊ぶ。　　　　　　　　　　

★十分な数のビート板を用意し、子ど

も達が使いやすいように並べておく。

〇友達同士で言葉のやり取りをする

場面を見守り、必要に応じて心情をく

み取ったり、必要に応じて言葉を足し

たりして、友達同士をつなぎ、共に取

り組む気持ちに共感する。

　　　　　　　　　　　　

　　

　
　　　

　　　探究することを楽しむ

イメージや考え
を交流する

満足感を
味わう

共通の目的を見い出す

教え合う

友達と協力する

話し合う

何度も挑戦する

身体をいっぱい使う

相談する

試す

友達の考えを取り
入れる

自分のやりたいこと
へ向かう

素材や材料を工夫する



②自立心
共通の目的を
理解し、目的
達成のために
自主的に行動
している。

⑦自然との関わり・生命尊重
それぞれの幼児が考えを言
葉で表現しながら、予想を立
てたり確かめたりして水に関
わっている。

⑨言葉による伝え合い

自分の考えを言葉にし
て伝え、友達の話を理
解し、よりよい方法を
見付けようと話し合い、
遊びを進めている。

③協同性
大きな波を作りたいという
共通の目的に向かって、自
分の思いを伝えたり友達の
思いを受け入れたりし、繰
り返し挑戦することで目的
が実現する喜びを味わう。

①健康な心と体
友達との信頼関
係の中で達成した
いことに向かって
のびのびと体を動
かして取り組んで
いる。

◆集団生活の中での人と

の関わりを通して、子ど

もは自分のしたいことや

相手にしてほしいことの

言葉による伝え方、相手

の合意を得ることの必要

性が分かってきます。協

力して意見を出し合って

取り組むことで目的を達

成する気持ちを味わい、

次への意欲につながって

いくのだと思いました。

 ◆子どもがしたいこと、し

ようとしていることを教師

が伝えてしまえば早く解決

しますが、それを子ども自

身が考え解決できるよう

“待つこと”“見守り援助す

ること”の大切さに気付き

ました。

◆うまくいかなかったときと

方法を変えて再度チャレンジ

する姿は、結果に対する原因

を考え、幼児なりに条件を変

えて試そうとしていました。

また、うまくいかないときは

何かの条件を変えてみると

よいという経験をしている

のだと思いました。

◆子どもに「粘り強く考える力をつけてほしい」と思うもの。日々の
遊びや生活の中でじっくりモノやことに関わり、何度でも挑戦できる
場があることで、そんな力が育まれ、小学校に上がってもいろんな場
面で、粘り強く取り組めるようになっていくことを写真なども活用し
て伝えていきましょう。

遊びや学びのプロセス（10の姿）

⑥思考力の芽生え
どうすれば大きな波に変化する
かを友達と共に考え、様々な方法
を試したり、新たな考えを生み出
したりしている。

⑩豊かな感性と表現
友達と目的を達成するための
やる気が出る掛け声によって更
に挑戦したい気持ちが生まれて
いる。

「大きい波を作ろう」活動
　のプロセス

大きな波を作るという目的に向
かって遊びを進める

友達と考えを出し合い、試行錯
誤し工夫する

波を作るには、どうしたらいい
んだろうと考え合う

○試し活動が十分でき
るよう時間を配慮する。

○子ども達の発想を受
け止め、繰り返し挑戦
する姿を見守る。

★十分な数のビート板
を用意し、使いやすい
ようにしておく。


